
腫腫瘍瘍ママーーカカーー  
 臨床検査科 

腫瘍マーカーとは、癌細胞が産生する特殊

な物質、または生体側の反応物質で、それら

を組織、体液、排泄物などで検出することが、

癌の存在、種類、進行の程度、治療効果の判

定を知る上で目印となるものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
腫瘍マーカーの使用目的には大きく二つ

の使い方があります。一つはがん診断の目的

で、もう一つはがんの病状経過のモニタリン

グ、予後因子としての使用です。 
がん診断のための腫瘍マーカーとはがん

細胞が産生したり、非がん細胞が産生する物

質と質的あるいは量的に差異のある物質、さ

らにがん特異性の高いがん関連遺伝子ある

いはその産物などがあります。 
モニタリングあるいは予後の指標として

の腫瘍マーカーは がんの診断のための腫

瘍マーカーのほかに担がんの結果、がん細胞

以外の細胞が産生する物質などがあります。 

このような腫瘍マーカーを画像診断とか

け合わせることにより早期発見および再発

のチェックに利用することが広く行われて

います。    
注意）腫瘍マーカーは、がんの他にも、炎症

や良性疾患でもデータが上昇します。がんに

対する最終的な診断は、臨床経過やほかの

検査所見など総合的見地より慎重に行われ

ます。 

よく使われるマーカー 
  特に有用性がある 

  有用性がある 

  当院で検査できるもの 

 
 

 

主な腫瘍マーカー 




